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◆ビッグデータを活用した
教育の質の向上、
学習環境の整備充実
『学修成果可視化』

◆スタディ・ログ等を蓄積
した
学びのポートフォリオの
活用

※文部科学省より

高等教育機関における大学のDX化について（弊社の所見）

大学のDX化（所見）について下記に示します。

◆大学のDX化について
・昨今の大学業界におけるICT環境について

2020年からのコロナ禍によりICT業界全般のデジタルシフトへの対応（ニーズ）が加速化されている。
特に学生情報に対してのデータ分析・検討（利活用）が活性化されつつある
当初大学においては教学IRを重点課題として認識してはいるが、その観点も考慮しながら
将来的に『教学マネジメントDX化』の取り組み施策として積極的に取り組む必要性が出てきている。

Society5.0に向けた教育・人材育成

教学マネジメント・デジタルプラットフォーム対応

基幹システム データ分析 データ利活用 DX化

Withコロナ ポストコロナ

BIツールによる分析
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データ
ベース

データ分析

なぜ今、顧客情報管理（CRM）なのか？世の中のDX化は？ 背景

企業

金融・
カード会社

製造会社
(例)家電

インターネット

通販会社

小売業
スーパー等

・会員購買
履歴分析

・製品評価
・クレーム分析

・顧客分析
・Web分析

・顧客分析
・商品企画分析

データ
ベース

データ分析

データ
ベース

データ分析

データ
ベース

データ分析

カード会員別
嗜好動向調査

新製品開発

好みの商品
キャンペーン

バーゲン
キャンペーン

おすすめ情報

おすすめ情報

おすすめ情報

おすすめ情報

カード会員
利用促進

消費者
購買促進

会員
購買促進

顧客
購買促進

DM
メール

マガジン

属性情報分析により
個人像がわかりやく
なる
『見える化』

個人のおすすめ
情報提供

が可能になった

顧客情報分析
データマイニ

ング

※ CRM：Customer Relationship Management

DM
メール

マガジン

DM
メール

マガジン

DM
メール

マガジン
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民間企業における顧客情報管理CRMについて（小売業、通販業のケース）※ご参考

前回 今回

優良顧客 優良顧客高

一般顧客

見込客

中

少

一般顧客

見込客

前回との対比分析

利益率

データ分析

優良顧客A

一般顧客B

見込客CDXデータ

ベース

顧客情報管理
（CRMシステム）

分析結果
現状把握
顧客分類

施策

※ CRM：Customer Relationship Management

優良顧客へのお得な情報

DM・メール
マガジン

一般顧客へのお得な情報

DM・メール
マガジン

優良顧客へのお得な情報

DM・メール
マガジン

離反分析

リピート分析

おすすめ
情報A

おすすめ
情報B

おすすめ
情報C

リピート率 ５０％～７０％
（通販業：人気商品ケース）
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⚫ 教学マネジメントによって学生にとって入口と出口の状況も考慮した詳細な分析を実施することが可能と
なり学生に対していかに指導するべきかを検討するための重要な材料が提供できるものと考えられます。

弊社の考える教学マネジメント（DX）によって実現できること（事例）
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出口情報

教学マネジメント深耕分析：評価軸

Excelグラフ・帳票

各種分析アウトプット

BIツールによる
ダッシュボード

➢ 履修・成績 [KPI]

➢ アセスメントポリシー、教育プログラム
[KPI]

➢ 入口情報（入試情報、入学前教育、等）[KPI]

➢ 出口情報(就職活動結果情報、等） [KPI]

入口情報

貴学教学マネジメントの実践

指標（KPI）の『見える化』

入口情報：ダッシュボード

授業評価情報：ダッシュボード

出口情報：ダッシュボード

財務情報：ダッシュボード

『教学マネジメントDX』しくみ化
◆弊社これまでの大学様におけるIR業務支援実績より実践分析方法を通じて

データドリブンの観点より評価軸（KPI)に結び付けた教学マネジメント強化
を推進し課題解決型教学マネジメントDX対応のしくみ化をご支援いたします。

Tableau、Power BI 等

弊社の考える『教学マネジメントDX』 しくみ化イメージについて

教学マネジメント

DX (IR)
データベース

データ
加工機能

出力データ
作成機能
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データ分析

弊社における教学マネジメントDX情報の流れについて（基本的な考え方）

入学 卒業1年次 ２年次 ３年次 ４年次

入口 出口

受験生

履修登録(成績)管理

出欠管理(行動履歴)

課外活動

属性情報管理
面談記録 等

学生ポートフォリオ/LMS

キャンパスライフ調査

アンケート調査

就職希望職種

就職活動 就職アドバイス

適職判定A

適職判定B

適職判定C傾向分析動向分析

1年次像 2年次像 4年次像3年次像

・講義評価
・学校評価

データ分析

学生像A

学生像B

学生像C

教職員

学生への継続的な
「夢の実現」への

アドバイス 就職活動実績
分析結果

・業種
・規模
・定着率
・採用数
・就職実績
・属性情報

役職、人脈等
・学校広報
・カリキュラム
・指導方法
（キャリア支援）
・学校環境
（設備 等）

改善策

求められる
学生像

求められる
学校像

DXデータベース

データ分析
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テーマ（案）
１．履修成績と就職実績との相関分析・実態調査
２．オープンキャンパス参加での受験確度を高めるための調査・分析

弊社における教学マネジメントDXのデータ分析アプローチ例について（イメージ図）

実践事例

志願者集客（定員割れ防止）対策

入学 卒業1年次 ２年次 ３年次 ４年次 就職 社会人

出身高校
１．成績（内申書）
２．属性情報

課外活動
家族構成
性格

履修科目登録状況（成績）

出欠状況
授業態度

課題提出状況

キャリアインタビュー履歴

属性情報
・性格診断結果・家族構成

就職活動情報 就職情報

OB・OG情報

学生A

学生B

１．履修履歴（成績情報）
２．出欠情報（行動履歴）
３．キャリア支援情報（所見データ）
４．属性情報（性格、課外活動、他）

体系的
時系列的

分析

就職A
(職種)

就職B
(職種)

求める
学生像A

求める
学生像B

卒業生実態調査
(１年後、３年
後、１０年後
２０年後)
＊主要な卒業生 

選出

あるべき
社会人像

受験生

受験校へのPR活動
・魅力付け
・受験数確保

求める
学生像A

求める
学生像B

オープンキャンパス

校友会情報

分析結果
※フィードバック

PR
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学士力向上のための学生情報管理について（基本的な考え方）

データ分析

学生像A

学生像B

学生像C
DX

データ
ベース 学生像D

学生情報(DXシステム)

分析結果

現状把握

学生分類

施策

アドバイス
(情報提供)

フィード
バック

機能

・専門性（博士号）
・大学院進学指導

1.キャリアアップ情報

・学士力向上のための有益な情報
・なりたい社会人のための有益情報
・仕事に関わる資格情報

2.キャリアアップ情報

・基礎学力向上のための有益な情報
・個別指導
・進捗管理（面談：フォロー）

3.キャリアアップ情報

GPA:高

GPA:中上

GPA:中

GPA:低

期待効果

・学士力向上
・就職力向上
・大学院進学

数向上
・ブランド向上

・中退防止
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学生情報DXサービスの仕組み作りについて(イメージ)

学生情報管理エキスパートシステム

学生像A

学生像B

学生像C

傾向分析

動向分析

DXデータベース

データ分析

・学校広報
・カリキュラム
・指導方法
（キャリア支援）
・学校環境
（設備 等）

改善策

求められる
学生像

求められる
学校像

1年次像

2年次像

3年次像

4年次像

学校PR情報

受験生

授業評価
学校評価

アンケート
調査

情報サービス

・カリキュラム支援
・キャリア支援
・就職支援
・インターンシップ
・厚生サービス
・課外活動情報

学生情報サービス

学生支援情報アドバイス

狙い

教学マネジメントDX・エキスパートシステムによる
学生情報サービス提供して学生、保護者、受験生への的確な
アドバイスを実施し学校のブランドアップ(独自性を図る)

事例：
(就職活動支援サービス)OB・OGの社会でがんばっている
アドバイスコーナー（社長・管理職・リーダーを選出）
SNS活用しサービス実施

個々の情報提供アドバイス

フィードバック
機能

学生専用SNS
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教学マネジメントDX化の狙い (基本的な考え方)

教学マネジメント
DXシステム

あくまでも１つの情報提供支援
システム

エキスパートシステム

早く
『考え』

『気づき』

自分の未来への
ヒントを手助けする

システム

サポート
・自分はどういう学問をすべきなのか？

・自分はどうなりたいのか？

・自分はどういう社会人になりたいのか？

・自分はどういう社会貢献をしたいのか？

学生

自分のあるべき姿を考えるし
くみ

（システム）を提供

大学側も更に具体的な事象が
把握できる

過去の学生像を
浮き彫りにする

・現状把握
・今後の対策
・本学のあるべき姿

・現状把握
・今後の対策
（学生サービス）
・業務改善

・現状把握
・今後の対策
（指導方法・魅力付け・工夫）
・カリキュラムのあるべき姿

経営側 教員側 職員側

指導（アドバイス）
レベルの向上

効果気づき

参考(過去データ)

（データ分析の活用事例）
・プロ野球（MLBでの活用）

打者への投球分析
・F１チーム

レーシング燃料配分、走行分析
・気象予報

ハリケーン経路分析
・航空管制システム

フライトシュミレーション

過去
データ

分析

対策(戦略)

（ご参考）世の中ではシステムを
駆使してデータ分析を活用してい
ます
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学生情報DXのデータ分析方法について（基本的な考え方）事例

第一フェーズ
テーマ（案）
１．在校生中退防止の実態調査・分析

（仮説）
現状：全学生数１％（１００名）の中退率
（内訳）
１．明確な中退生（５０名）
２．あいまい中退学生（４０名）
３．予期せぬ中退学生（１０名）

明確な中退学生 あいまいな中退学生 予期せぬ中退学生

例）原因
1.本来第一志望でなかった
2.経済的理由

原因は判明して対策を講じ
たが中退に至った

改善策
・第一志望でなかった学生

への入学後の魅力付は？
・経済的救済措置

例）原因
１．入学後の印象にギャップを感じた

・校風（学生、教職員、設備）
・カリキュラム（授業の中身、方法）

２．人間関係 等、

対策
1.説得（原因究明）（面談：対話）
2.解決策提示

効果測定
1.対策に対しての効果

どうだったのか？
2.今後の事象事例蓄積

検証
1.発見時期
2.原因
3.対策結果

改善策
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テーマ１：効果

・教職員が、分析結果により的確なアドバイスが実現、学生が明確な

就職活動につながる
・上記効果より就職採用実績の向上につながる
・教職員に対して明確な学生像と将来像の把握が可能となる

テーマ２：効果

・分析結果により的確な対策実施／対策の効果測定も可能

→オープンキャンパス参加校１００校より各校１名動員増の場合
１００名動員増→１％の入学効果確保（１名）

・受験生への明確な学校カリキュラムPRが可能となる（口コミ効果） 
・受験生への明確な学生像と将来像のPRが可能となる（口コミ効果）

学生情報DXのデータ分析実施方法について(事例)

第一フェーズ 実行可能性調査

テーマ（案）
１．在校生中退防止の実態調査・分析

中退危険度の把握

指導内容の見える化

防止

効果
・学生情報の精度向上（把握）
・的確な指導内容ができる
・中退危険度の高い学生早期発見

第二フェーズ 本格実施

テーマ（案）
１．履修成績と就職実績との相関分析・実態調査
２．オープンキャンパス参加での受験確度を高め

るための調査・分析

応募者集客（定員割れ防止）対策

企画ご提案
お見積書

仮設 検証定常化

分析

分析

学生DXデータベース

学生情報管理の精度向上
（データ品質向上）

このサイクルが重要

期待効果
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教学マネジメントDX全体像（イメージ案）

・電話・電子メール・DM・FAX・セミナー、ガイダンス・個別訪問・インターネット（Web)

お客様：高等学校（先生、受験生、保護者）塾、予備校、卒業生、企業

DXデータベース

あらゆる学生・保護者の接点の中で自動的に
情報収集できる仕組み

学生・保護者とのコミュニケーション

各種問い合わせ・働きかけに対する総合窓口
・クレーム処理  ・情報発信
・要望対応  ・情報収集
・アフターケア  ・メール対応

学生情報センター／学校情報サイト

・履修成績履歴 ・アンケート結果
・学生属性情報 ・クレーム情報

学生情報管理    エキスパートシステム

学生情報

（高度な分析と対応策を提供）

・受験生見込み数抽出 ・イベント企画

・DM対象絞込み（オープンキャンパス ガイダンス等)
・在校生中退防止分析 ・クレーム分析

（学校経営マネジメント支援）

・意思決定支援

・戦略立案支援

教育DX化・分析モデル

・学生情報 ・受験生情報
・面談報告 ・面談履歴
・成功／失敗事例 ・実績管理

大学相談員（調査・PR）

既存システム／情報との連携
・成績情報
・進路情報
・就職情報
・出欠情報

基幹業務連携

直接訪問 情報収集

DXプラット
フォーム
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